
（１０）２０１１年 (平成２３年 )９月１８日　日曜日( 第３種郵便物認可 ) （１０）２０１１年 (平成２３年 )９月１８日　日曜日( 第３種郵便物認可 )

琴浦町認知症予防教室
利用者 永

代
寿
男
氏

倉吉市マグノリア地域包括
支援センター看護師 津

久
井
洋
子
氏

鳥取西地域包括支援
センター保健師 中

宇
地
康
子
氏

鳥取大学医学部保健学
科基礎看護学講座助教 伊

藤
靖
代
氏

米子市弓浜地域包括
支援センター管理者 坂

本
真
鈴
美
氏

認
知
症
と
地
域
の
在
り
方
な
ど

を
話
し
合
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

浦上克哉氏 山田修平氏
鳥取短期大学学長

小田 貢氏
認知症サミット鳥取
実行委員長・ＮＰＯ
がいなネット理事長

佐伯健二氏
新日本海新聞社
中部本社代表

西山 聡氏
認知症疾患医療セ
ンター（倉吉病院）
センター長

鳥取大学医学部保健学
科生体制御学講座教授

フォーラムは、住みよい少子高齢社会を目指してボランティ

ア団体などの連携に取り組むＮＰＯがいなネット（米子市河崎、

小田貢理事長）と鳥取大学医学部などが開いた。同大学医学部

保健学科の浦上克哉教授が基調講演。住民や行政、福祉の専門

職、住民代表が認知症対策の取り組みを報告し、鳥取短大の山

田修平学長のコーディネートで識者が意見交換した。

「認知症サミット鳥取」は、認

知症に関して医師、看護師、介護

士、ケアマネージャーなどと市民

団体、市民の意見交換の場として

昨年誕生し、米子で開催しました。

今回は第２回として倉吉で開催し

ましたが、想像以上に市民の皆さ

んの参加が多く、認知症への関心

の高さを感じました。「認知症サ

ミット鳥取」が市民フォーラムと

して認知されてきたと確信してい

ます。

来年は鳥取市で開催予定です。

来年もぜひこの会を成功させ、そ

の後は米子から再び中部、東部と

巡回することで、皆さんと一緒に

この市民フォーラムを育てて認知

症に対する理解を高め、認知症に

なっても安心して暮らせる社会を

実現したいと思います。

認知症サミット鳥取実行委員長 小田 貢

県内巡回 フォーラム育てる
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浦上 克哉氏

認
知
症
予
防
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

皆
さ
ん
の
中
で
「
認
知

症
に
な
り
た
く
な
い
」
と

い
う
方
は
お
ら
れ
ま
す
か

？

認
知
症
は
高
齢
者
が

最
も
な
り
た
く
な
い
と
言

わ
れ
る
病
気
で
す
が
、
近

年
急
増
し
て
い
ま
す
。

歳
以
上
の

人
に
１
人
と

い
わ
れ
、
中
で
も
約
半
数

が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
に

は
ア
リ
セ
プ
ト
と
い
う
薬

が
あ
り
、
有
効
に
活
用
す

る
に
は
早
期
発
見
・
治
療

が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
今

年
、
３
種
類
の
新
薬
が
出

ま
し
た
。
う
ま
く
使
い
分

け
る
こ
と
で
、
よ
り
高
い

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
５
種
類
の
根

本
治
療
薬
が
最
終
段
階
の

試
験
に
入
っ
て
お
り
、「
治

る
時
代
」
が
ま
さ
に
目
前

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

や
は
り
ど
ん
な
レ
ベ
ル
で

も
治
療
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
早
期
発
見

で
き
る
の
か
。
結
論
は
検

診
で
す
。
私
た
ち
は
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘

れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

開
発
し
、
２
０
０
３
年
に

琴
浦
町
（
旧
東
伯
町
）
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１

次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
も

の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
検
診
、
２
次
は
Ｔ

Ｄ
Ａ
Ｓ
と
い
う
よ
り
詳
し

い
検
査
と
専
門
医
の
診
察

を
行
い
ま
す
。

こ
こ
で
最
も
重
要
な
の

は
、
い
わ
ゆ
る
認
知
症
予

備
軍
の
方
で
す
。
こ
の
段

階
で
認
知
症
予
防
教
室
へ

参
加
し
て
い
た
だ
く
と
３

カ
月
間
で
改
善
効
果
が
あ

り
、
３
年
後
の
追
跡
調
査

で
も
効
果
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
医
学
的
効
果
に
加

え
、
経
済
的
効
果
も
あ
り

ま
す
。
琴
浦
町
で
は
０
８

年
度
、
７
８
０
０
万
円
の

介
護
保
険
費
用
削
減
効
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
で
で
き
る
予
防
対

策
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ

は「
ト
リ
ゴ
ネ
コ
ー
ヒ
ー
」

で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
成

分
の
一
種
、
ト
リ
ゴ
ネ
リ

ン
は
、
神
経
突
起
の
伸
長

を
促
進
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
私
た
ち
が
効

果
を
検
証
し
ま
し
た
。
も

う
一
つ
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

ー
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
は
、
ま
ず
に

お
い
が
分
か
ら
な
く
な
り

ま
す
。
ア
ロ
マ
に
改
善
効

果
が
あ
る
と
分
か
り
、「
リ

・
ブ
レ
イ
ン
」
と
い
う
商

品
名
で
昼
用
・
夜
用
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

今
、
鳥
取
県
か
ら
発
信

し
た
認
知
症
予
防
の
取
り

組
み
が
各
地
に
広
が
り
、

全
国
的
な
流
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
学
術
的

に
推
進
し
よ
う
と
今
年
、

日
本
認
知
症
予
防
学
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
多
く

の
方
の
願
い
で
あ
る
認
知

症
予
防
の
取
り
組
み
を
確

立
し
、
国
に
も
提
言
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歳
で
多
忙
な
仕
事
の
第

一
線
か
ら
引
退
し
ま
し
た
が

「
３
つ
の
動
」
を
テ
ー
マ
に

手
足
や
頭
、
心
が
衰
え
な
い

よ
う
身
体
を
動
か
す
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

年

後
の

歳
の
時
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
の
検
査
器
で
初
期
の
認

知
症
と
宣
告
さ
れ
て
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。し
か
し
、

よ
く
見
つ
け
て
く
れ
た
と
発

想
を
転
換
し
、
す
ぐ
認
知
症

予
防
教
室
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
７
年
後
の

歳
の
時
に
再
検
査
し
ま
し

た
が
、
認
知
症
は
ま
っ
た
く

進
行
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
教
室
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

住
民
が
気
軽
に
集
え
る
サ

ロ
ン
の
よ
う
な
場
が
ほ
し
い

と
い
う
地
域
の
声
を
き
っ
か

け
に
、
サ
ロ
ン
の
土
台
と
な

る
転
倒
予
防
教
室
を
３
カ
月

間
開
き
、
そ
の
後
継
続
し
て

認
知
症
予
防
教
室
を
開
き
ま

し
た
。
倉
吉
体
育
文
化
会
館

の
援
助
が
あ
っ
て
現
在
も
活

動
は
続
い
て
い
ま
す
。
予
防

に
関
し
て
住
民
の
意
識
が
向

上
し
、
早
期
発
見
に
も
つ
な

が
り
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

た
運
営
が
特
徴
で
す
。
公
民

館
エ
リ
ア
な
ど
小
さ
な
単
位

で
の
活
動
が
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
住
み
や
す
い
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
協
働
で
す
す
め
た
認
知
症
予
防
教
室

認
知
症
予
防
実
践
の
あ
ゆ
み

私
は
研
究
者
の
立
場
で
、

米
子
市
と
琴
浦
町
で
実
施
さ

れ
た
認
知
症
予
防
教
室
の
評

価
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
教
室
終
了
時
に
は
参
加

者
の
認
知
機
能
が
向
上
し
た

ほ
か
、
身
だ
し
な
み
が
整
う
、

積
極
性
が
増
す
な
ど
、
社
会

性
や
生
活
面
の
変
化
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
、
対
象
者

全
員
が
教
室
に
参
加
で
き
て

い
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
認
知
症
や
教
室
へ
の

誤
解
、
偏
見
を
な
く
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
認
知

症
予
防
対
策
の
質
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る

認
知
症
予
防
教
室
の
効
果
と
課
題

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

冬
の
豪
雪
に
よ
る
認
知
症
専

門
通
所
施
設
休
業
の
影
響
と

地
域
の
支
え
合
い
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。
回
答
者

人
の
う
ち
「
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
」
と
い
う
回
答
は
８

人
で
「
幻
覚
が
出
た
」
「
介

護
者
が
眠
れ
な
か
っ
た
」
な

ど
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
地
域
性
の
違

い
で
、
声
を
掛
け
や
す
い
関

係
に
あ
る
農
村
部
で
は
助
け

合
い
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

個
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
普
段
か
ら
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
き
ず
な
が
、
今
後

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
土
台
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

豪
雪
災
害
に
お
け
る
在
宅
認
知
症
高
齢
者

へ
の
支
援
の
実
態
と
今
後
の
課
題

Ｈ

年
豪
雪
災
害
を
受
け
た
家
族
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

≪ディスカッション発言要旨≫

浦上 認知症予防教室に通う永

代さんをはじめとする活動報告を

聞き、早期発見と予防策はやはり

大事だと感じた。偏見はまだ残る

が、治らない怖い病気ではない点

をアピールして早期発見につなげ

たい。認知症対策をしっかりやる

ことは、実は地域づくりにつなが

る。検診と予防は、実施方法や携

わる人の知識に影響される。認知

症予防学会を立ち上げたので、予

防専門士講座を開いてレベルアッ

プを図り、どこでも同水準の活動

ができるようにしたい。

小田 専門医以外に、かかりつ

け医など医療関係者も認知症の認

識を高めてほしい。診察時に患者

のちょっとした変化に気が付け

ば、認知症の発見率はさらに向上

する。小規模多機能センター真誠

会ふる里には、常に人が集まるよ

うギャラリーを併設し、夏は地区

で大きな祭りも開く。イベントは

住民の参加意識や連帯意識を高め

る。その過程で互いが仲良くなれ

ば、助け合い、支え合う意識が生

まれる。普段からの付き合いと地

域のきずなが認知症対策の鍵だ。

高齢者の総合的な健康増進策に認

知症の早期発見や予防策が加わる

ことを提案したい。

西山 倉吉病院は県の認知症疾

患医療センター。センターは全国

に約 カ所、県内は４カ所あり、

認知症の鑑別診断、軽度から重度

まで認知症の専門医療の提供、医

療と福祉の連携も担う身近な相談

窓口だ。かかりつけ医の勉強会を

開いたり、地域包括支援センター

と定期的に会合を持ち、連携でき

る態勢づくりを進めている。認知

症への偏見がなくなり、受診とサ

ービス利用がスムーズに進むよう

になれば。疑わしきはまず受診を

呼び掛けたい。

佐伯 歳以上の 人に１人が

認知症ならば自身のこととしてと

らえたい。早期発見と予防教室な

ど対策のシステムはできていると

感じた。今後の人口減少で高齢者

の比率がさらに高まれば、間違い

なく認知症は社会的課題になる。

琴浦町を先進とした取り組みが県

内全体に広がることを願う。認知

症を優しく包む地域の態勢は、安

心と安全な暮らし、防災面などで

地域づくりの在り方と共通する。

県内の取り組みを誇らしく思う。

山田 認知症と診断されること

を心配した受診への抵抗感はある

かもしれない。本当に必要な人が

予防教室に参加しないという声も

あった。だが認知症はみんなの問

題で他人事ではない。正しい知識

があれば検診も怖くないし、積極

的な予防も可能。大事なことは、

みんなが取り組む地域を目指すこ

と。その地域をつくるのは私たち

であることを忘れないでほしい。

名前を覚えてあいさつしたり、地

域の中でちょっと役割を持つ。日

常の暮らしでさり気なくかかわ

り、認知症を予防し、皆で支え合

う。そんな地域ができてほしいと

願う。

正しい知識持とう 他人事ではない
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認知症になっても安心して安全に暮らせるまちづくりを－

市民フォーラム 第２回認知症サミット鳥取 同実行委員会

主催）が８月 日に倉吉市上井町１丁目の新日本海新聞社中

部本社ホールで開かれた。会場には福祉関係やＮＰＯ、大学

や短大、住民のリーダーなどが集まり、認知症対策の取り組

み発表とディスカッションで、住民や各団体のネットワーク

化を進めて互いが支え合う地域づくりについて議論を深め

た。市民フォーラムの概要を紹介する。
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当
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
「
協
働
・
連
携
・
地

域
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
て
、
２
０
０
９
年
に
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の

皆
さ
ん
と
連
絡
会
を
立
ち
上

げ
、
毎
月
の
連
絡
会
議
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
や
普

及
啓
発
、
認
知
症
予
防
教
室

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
認
知
症
へ
の
偏
見

が
現
存
す
る
中
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
へ
の
啓
発
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
の
受
け
皿
づ

く
り
な
ど
が
課
題
で
す
。
地

域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
も
図
り
、
認
知
症
予
防
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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